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１．平成 20 年度当初予算編成について

【国の状況】

平成 20 年度予算については、「経済財政改革の基本方針 2007」（平成 19 年 6 月 19 日

閣議決定）を踏まえ、引き続き「経済財政運営と構造改革に関する基本方針 2006」（以

下「基本方針 2006」という）に則った最大限の削減を行う。平成 20 年度予算は、「基

本方針 2006」で示された歳出改革を軌道に乗せる上で極めて重要な予算であり、これ

までの財政健全化の努力を今後とも継続していく。このため、引き続き歳出全般にわた

る徹底した見直しを行い、歳出の抑制と所管を越えた予算配分の重点化・効率化を実施

する。また、基礎的財政収支の改善を図り、国債発行額についても極力抑制することと

している。

【燕市の状況】

平成 19 年度当初予算の基礎的財政収支は、歳出が 5 億 6,700 万円上回っている。ま

た、財源不足を補うために平成 18 年度と比較して 2 億 5,000 万円増の、7 億 8,600 万

円の財政調整基金を繰り入れ予算調整を行った。歳入においては、所得譲与税から地方

税への税源移譲などの制度改正のほか、地方財政計画上の地方交付税・臨時財政対策債

は前年度と比較しそれぞれ△4.4％・△9.5％と大幅に減少している反面、歳出において

は扶助費などの福祉関係経費の増加や建設計画登載事業の実施による事業費の増大、特

別会計繰出金の増額など一般財源を確保することが益々困難な状況となっている。

【予算の編成】

こうした厳しい市の財政状況を踏まえ、平成 20 年度当初予算の編成にあたっては、

従来の積上げ方式から枠配分方式での予算編成にすることとし、行政の効率化・簡素化

を進め、財源を最大限有効に活用するとの観点から、事務事業の実施内容や手法等の見

直しはもとより、事務事業の縮減・廃止等根本的な検討を加えることにより経費の削減

に努める。

平成 20 年度においても、財政調整基金等も含めた一般財源不足が加速している状況

を十分に認識し、歳入に見合った歳出構造を確立するため、自主財源の確保及び経常的

経費の節減に努めるとともに、限られた財源の有効活用、市民全体の福祉の増進に向け、

計画的・効率的な予算を目標として編成を行った。


